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が
最
も
多
く
、「
議
員
や
専
門
家
に
任
せ

超
え
る
市
民
は
、意
欲
的
な�
参
加
意
識�

を
持
っ
て
い
ま
す
。参
加
し
て
み
た
い
活

動
と
し
て
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
」が
最
も
多
く（
グ
ラ
フ
５
）

な
っ
て
い
ま
す
。

　�
芦
屋
市
政�
へ
の
関
心
は
、「
か
な
り
関

心
が
あ
る
」ま
た
は「
あ
る
程
度
関
心
が
あ

る
」と
い
う
回
答（
グ
ラ
フ
６
）の
か
た
が
、

　

・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

72
　

意
見
の
反
映
に
つ
い
て
は
、「
市
が
実
施

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
回
答
し
た
い
」

　

ま
た
、今
の
住
ま
い
に「
永
住
し
た
い
」

「
当
分
住
み
続
け
た
い
」と
し
た
回
答（
グ

ラ
フ
２
）し
た
か
た
は
、　

・
７
％
で
し
た
。

83

　

こ
の
数
字
は
、前
回
調
査
の　

・
６
％
を

79

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

住
み
続
け
た
い
理
由
と
し
て
は
、「
交
通

�������	
������������	
���
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�������	��������	
���������

�������	�
���������

�������	
�����������������

�������	
��������������

�
�
��
�
�
�
�
��
	
�
�
�
�
�

�
��
�

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
地
域
活
動
に
、「
①

現
在
参
加
し
て
い
る
」ま
た
は「
③
今
後
参

加
し
た
い（
⑤
参
加
し
て
も
よ
い
）」と
い

う
回
答（
グ
ラ
フ
４
）は
、　

・
７
％
で
し
た
。

53

　

一
方
、「
参
加
し
た
く
な
い
」、「
無
回
答
」

と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
が
、　

％
を

50

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
�

��

る
」や「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
行
政
計

画
等
を
策
定
す
る
過
程
で
の
市
民
の
意
見

募
集
）が
あ
れ
ば
意
見
を
述
べ
た
い
」な
ど

の
回
答（
グ
ラ
フ
７
）が
続
い
て
い
ま
す
。

������
�����　市全
域　������
住民基本台帳登録
者から階層別無作
為抽出した市内在
住の20歳以上の市
民3,000人　���
��　郵送方式 
�����　平成
20年10月７日～24
日　�����　
回収数 1,811票・回
収率60.7％
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地
域
の
住
み
よ
さ
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
か
な
り
住
み
よ
い
」「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
住
み
よ
い
」と
回
答（
グ
ラ
フ

１
）し
た
か
た
が
、　
・
７
％
に
達
し
ま
し
た
。

88

　

こ
の
数
字
は
、前
回
調
査（
平
成
十
六
年

度
実
施
）の　

・
２
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

88

が
便
利（　

・
６
％
）」「
豊
か
な
自
然
環
境

46

に
恵
ま
れ
て
い
る（　

・
２
％
）」と
い
う
回

40

答（
表
３
）が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

�����������	
���

������（約30分間）
���　６月27日（土）午後２時～
���　展覧会場
���　本館学芸員
���　要観覧料

���������������	��

�������	
����

����　一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料
　　　　　＊（  ）内は、20人以上の団体料金
　　　　　＊同時開催中の展覧会観覧料も含む
�������	
������������������

　昭和23年に第１回展が開催されて以来、本展は
今年で第60回目となりました。市民をはじめ、本
市に思い入れのある人なら誰でも応募できます。
　市民に親しみを持っていただける市展を目指し、
会期中には来場者の投票で選ぶ賞も設けます。

���　７月11日～８月９日〈月曜日休館〉午前10
時～午後５時（入館は午後4時30分まで）　���
平面：油彩画、水彩画、日本画、版画／立体：彫
塑、インスタレーション、パフォーマンス／写真　
���　７月５日（日）午前10時～午後３時（昼休み・

正午～午後１時を除く）＊委託搬入は、当日、業者
が出品者を代行する形でのみ受け付け　����
１部門1,000円　�����森茂子（画家・二科会
会員）／米澤光治（画家・創元会会員）／今井祝雄
（造形作家・成安造形大学造形表現群教授）／持田
総章（美術家・大阪芸術大学名誉教授）／楓大介（写
真家・大阪電気通信大学総合情報学部教授）／金澤
徹（写真家・成安造形大学ビジュアルメディア群准
教授）　��　芦屋市長賞、芦屋市議会議長賞、美
術博物館奨励賞ほか寄託賞多数、わたしと芦屋賞
＊募集規定等詳細は、「要項」でご確認ください。

���������

��
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���������
��
���

����������

31.4  買い物や医療など　
　日常生活に不便�46.6  交通が便利　　　　�

30.9  物価や住居費の　　
　　負担が大きい�40.2  豊かな自然環境に　

   　恵まれている�

29.3  交通が不便　　　　�32.9 地域イメージが良い�

23.4  住宅事情や　　　　
　住宅環境が悪い�29.7  住宅事情や　　  　　

 住宅環境が良い�

 9.0  衛生環境が悪い・　
　近隣公害がある �29.3 長年住み慣れている�
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���　８月16日（日）午後２時～４時
（午後1 時30分開場）　����ルナ・ホール
���　原 幹恵（シンデレラ）／水沢
アキ（魔法使い）／滝川英治（王子）ほか
����　一般3,000円、中学生以下
1,500円※当日券500円増し　�������	　市民センター事務所・グリル
業平・市役所売店・ローソンチケット（Ｌコード55352 ）
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					
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�����　６月24日（水）午前10時30分～11時50分
�����　新消防庁舎３階多目的ホール　
�����　大阪市立大学名誉教授・桂正孝氏
�����　当日、直接会場へ
�����　なし
�� � �　手話通訳・要約筆記あり
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　経済センサスは、これまで実施してきた事業所・企業統計
調査やサービス業基本調査などの経済に関連した統計調査を
統廃合することにより、新たに創設されました。なお、調査
結果は統計上の目的以外に利用することはありません。

　調査対象となっている事業所・企業の皆さんの、ご協力をお願いします。
������　すべての事業所・企業　�������	
　６月下旬～７月中旬
���　すべての事業所・企業の経済活動の状態を調査し、従事者規模等の基本的
構造を明らかにし、各種統計調査実施のための事業所・企業名簿を得るために実施

�������	
����������
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��

　市が行っている仕事で、皆さんがわかりにくいことや聞きたいこ
と、また暮らしに役立つ話や実技などを、市職員が皆さんの希望さ
れる場所へ出向き説明します。市内在住・在勤・在学者で構成する
20人以上の団体やグループでメニューを選び、申し込んでください。

����　12月25日～１月15日を除く毎日　���　午前９時～午後９時ま
で・90分以内　���　学習会の主催者が市内に確保（会場は市内に限る）
�����　講座開催予定日の１カ月前までに上記へ（講師料は不要です）
＊業務の都合により、日時などでご希望に沿えない場合もあります。
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私
が
、「
人
形
劇
」
を
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

お
母
さ
ん
た
ち
と
や
り
始
め
た
の
は
、
昭

和
六
十
一
年
に
県
立
武
庫
工
業
高
等
学
校

（
現
武
庫
荘
総
合
高
等
学
校
）に
赴
任
し
て

か
ら
で
す
。

　

担
任
と
し
て
、「
人
形
劇
」
の
制
作
活
動

を
通
し
て
生
徒
同
士
の
対
話
を
深
め
、
協

働
作
業
を
通
し
て
自
己
実
現
に
至
る
過
程

で
の
、人
間
的
な
成
長
を
求
め
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
や
大
人
の
前
で
、
地
域
の

民
話
を
人
形
劇
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

感
動
を
共
有
し
、
率
直
な
評
価
を
さ
れ
る

と
い
う
実
体
験
を
通
し
て
、
有
用
な
自
己

発
見
を
追
求
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
生
徒
た
ち
は
大
き
く

成
長
し
ま
し
た
。
私
は
、
親
の
自
主
活
動

　
　

も
含
め
て
、
人
の
成

　
　

長
に
つ
い
て
、
学
校

　
　

教
育
と
社
会
教
育

の
融
合
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

私
は
、
平
成
十
七
年
に
県
立
西
宮
甲
山

高
等
学
校
長
を
最
後
に
教
職
を
辞
し
ま
し

た
が
、
人
形
劇
部
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
有
志
と
共

に
設
立
し
、
現
在
「
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
か

ぶ
と
む
し
」
と
し
て
、
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
無
論
、
退
職
し
て
か
ら
も
、
地

域
で
の
人
形
劇
上
演
や
、
地
域
の
人
形
劇

グ
ル
ー
プ
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
、
神
戸
大
学
大
学
院
で
、
こ
れ

ら
の
人
形
劇
活
動
の
整
理
を
行
い
、
修
士

課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
に
、平
成
二
十
年
三
月
、西
宮

神
社
に
近
い
中
央
商
店
街
の
有
志
か
ら
、

「
人
形
劇
で
ま
ち
お
こ
し
」が
で
き
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
と
、相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
宮
と
い
え
ば
、
全
国
の
え
び
す
神
社

の
総
本
山
・
西
宮
神
社
が
あ
る
こ
と
で
も

有
名
で
す
。
ま
た
、そ
の
昔
、神
社
周
辺
の

人
た
ち
が
、人
形
芝
居
を
し
な
が
ら
全
国

を
行
脚
し
、え
び
す
信
仰
を
広
め
た
と
い

う「
傀
儡
師（
く
ぐ
つ
し
）」伝
説
の
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、日
本
の
伝
統
芸
能「
人
形
浄

瑠
璃
」の
源
流
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

西
宮
神
社
に
は
、今
も「
傀
儡
師
の
始
祖
・

百
太
夫
」の
お
社
が
あ
る
の
で
す
。

　

私
は
、「
ま
ち
お
こ
し
」
を
願
う
彼
ら
に
、

「
自
分
た
ち
で
も
人
形
芝
居
を
や
っ
た
ら

ど
う
か
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
、商
店
街
の
人
た
ち
は「
人
形
芝

居
え
び
す
座
」を
作
り
、創
作
え
び
す
舞
の

制
作
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
関
係

で
、
昨
年
の
六
月
十
四
日
、
彼
ら
の
建
て

た
「
戎
座
人
形
芝
居
館
」
の
館
長
と
し
て

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
十
四
日
オ
ー
プ
ン
と
い
う
の
は
、

そ
の
日
が
「
お
こ
し
や
祭
り
」
だ
と
い
う

こ
と
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、え
び

す
様
が
鳴
尾
の
海
か
ら
西
宮
神
社
に�
お

越
し�
に
な
っ
た
と
い
う
由
来
に
発
し
た

祭
り
で
、
そ
の
道
中
、
居
眠
り
さ
れ
て
い

た
え
び
す
様
の
お
尻
を
つ
ね
り�
起
こ
し

た�
と
い
う
意
味
も
あ
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

開
館
し
て
一
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
間
、
実
に
多
く
の
出
会
い
に
恵
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
三
月
に
は
、
地
域
の
人
形
劇
団

体
が
共
同
制
作
し
た
西
宮
の
民
話「
逆
顔

大
王
」を
浜
脇
小
学
校
で
発
表
し
、同
時
に

文
楽
鑑
賞
・
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
の
文
化
の
活
性

化
を
促
し
、
人
々
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

大
切
な
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	

�

　
　

昭
和
十
九
年
、
鳥
取
県
米
子
市
生　

　

ま
れ
。
毎
年
八
月
初
旬
に
ピ
ッ
コ
ロ

　

シ
ア
タ
ー
で
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
阪
神
」

　

を
、二
月
第
一
土
曜
日
に
は「
人
形
劇

　

フ
ェ
ス
タ
芦
屋
」を
本
市
で
開
催
。

　

ま
た
、今
年
二
月
、神
戸
新
聞「
論
」上

　

で『
人
形
芝
居
で
ま
ち
お
こ
し
』発
表
。

　

現
在
、戎
座
人
形
芝
居
館
館
長
。　
　
　

　

浜
風
町
在
住
。
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